
海外果樹農業情報収集提供事業２０２３ 

（公財）中央果実協会 

Ｎｏ.２９９ 

 

 

南部アフリカ諸国 柑橘類の輸出増加は予測を下回る 

ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年１１月２３日 

２０２３年の南部アフリカ諸国の柑橘類輸出の最終数値：  

生産者が直面する継続的な課題の結果として予測を下回る成長 

南部アフリカ諸国の柑橘類生産者＊は、２０２３年の輸出シーズンに１億６,５１０万箱（１５ｋｇ/箱）を梱包し、世

界市場に出荷した。これは前年の数字から約８０万箱の増加となるが、シーズン開始時の予測よりも５０万箱

少ない。しかし、さらに重要なことは、栽培面積に基づき、今後４年間でこの業界の出荷量が２億箱に達し、 

２０３２年までに２億６千万箱を出荷する可能性があるとする予想成長曲線を大幅に下回っていることである。

このことは、生産者らが果実を主要市場に出荷する際に、引き続き多くの課題に直面していることを浮き彫り

にしている。（＊： 南部アフリカ柑橘類生産者協会に所属する南アフリカ、エスワティニ及びジンバブエの生産者） 

品目ごとには以下のとおり：  

• 今年輸出用に梱包されたグレープフルーツは、２０２２年よりも１９０万箱少なかった。それにもかかわらず、

シーズン当初の推定よりも４０万箱多かった。２０２３年の総梱包数は１,４８０万箱で、２年前の２０２１年の２,０３０

万箱を大幅に下回り、減少傾向が続いている。 

• マンダリンの輸出量は引き続き大幅に増加した。今年の出荷シーズンには３,７９０万箱が梱包され、前年比

で６１０万箱増加し、シーズン開始時の予測を３８０万箱上回った。この成長は、果樹園の栽培面積の増加と、

欧州連合（ＥＵ）と英国での旺盛な需要によるところが大きい。 

• レモンも増加を示した。今年の出荷シーズンには９０万箱多く梱包され、合計３,５６０万箱に達した。しかし、

これはシーズン前の予想よりも１３０万箱少なかった。 

• オレンジは全体として減少した。今年は２,４７０万箱のネーブル種が梱包され、昨年より３１０万個少なく、予

想をわずかに下回った。バレンシア種も１７０万箱減少し、合計５,２１０万箱が梱包された。この合計は、当初

の推定値よりも２４０万箱少ない。 

過去２年間（昨年まで）は５人に１人の生産者しか利益を上げられない非常に困難な時期であったが、今年は

市場価格の上昇と輸送コストの低下により、多くの生産者に安堵感を与えた。 

しかし、生産者らは引き続き、柑橘類の輸出可能量と利益にマイナスの影響を与える多くの課題に直面し

た。これは、強度の計画停電等であり、柑橘類の灌漑、施肥、梱包及び低温処理に影響を与えた。低温処理

は、多くの輸出品種にとって不可欠な植物検疫の要件である。 

２０２３年シーズン中も農業投入コストの全般的な高騰が続き、生産者に圧力をかけた。６月に西ケープ州で

発生した壊滅的な洪水も、同州の果樹園に影響を与えた。この洪水により、シトラスダルバレー地域の柑橘

類農園に少なくとも５億ランド（約４０億円）の被害が出た。 
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